
問題Ｉ ｘの値が４増加 するときｙの値は８

増加し，ｘ＝５のときｙ＝－３

① 関数坊やで「傾きａ」を求める

ｙの増加量

ｘの
増加量

傾きａ× ×

8

4 傾き2

ｙ＝ 2 ｘ＋b

② ｙ＝ 2ｘ＋b

－3 ＝2×5＋b

－3＝10＋b

－3－10＝ b

－13 ＝ b

ｘ＝5，ｙ＝－3を代入

ｙ＝ 2 ｘ－13

問題Ｊ ｘの値が２増加 するときｙの値は６

減少し，ｘ＝4のときｙ＝1

① 関数坊やで「傾きａ」を求める

ｙの増加量

ｘの
増加量

傾きａ× ×

－６

2 傾き－3

ｙ＝ －3 ｘ＋b

② ｙ＝ －3 ｘ＋b

1 ＝－3×4 ＋b

1＝－12＋b

1＋12＝ b

13 ＝ b

ｘ＝4，ｙ＝1を代入

ｙ＝ －3 ｘ＋13

ｙの値は ＋ ６ 減少

ｙの値は － ６ 増加

増加の表現に

なおす!!
反対反対

１次関数の求め方－③１次関数ＮＯ１０

分母

分子

4
8
＝ 2

分母

分子

2
－6
＝－3


